
フロー

数によって無線通信を行う場合，送受信機が同一溺所にあって ソタリ ート を用いて，はじめて実用上の問題を解決したのであ

同時に動作状慾にあると ， 受信音がスピーカ ーからマイ~~こ入 る。

り， しかも送信波が受信入力に入り循環して鳴音を発生し，通 わが国においてはH百和 16 年 (1940 年)鉄道技術研究所に鍋弦

侭不可能となる。 コン F リート委員会がつくられ， プレテ γ ショ ニ ゾグについて

したがって送受信機を交互に動作させるために拘lボタンによ 研究がはじめられた。その後一時研究は中断されたが， 昭和21

仇リレーを動作させて両者を交互に切倹える。室内の相互通 年ころからふたたひ.活発に研究されプレスト レス ト ・ コ ソク リ

信の砿声電話機においても ， 1 つの地問総滋線を送信，受信に ート枕木が試作され， 昭和 26 年ころから突用化の段階に入り ，

共用する場合は，スピー カ ー とマイクの回路を交互に切換える 石川県七尾町長生僑が構造物としてまずつくられ，鉄道構造物

必要がある。したがってこの際もプレストークが必要である。 としては，昭和26年飯田線中部天竜付近落石破スラプに用いら

検事喝の鉱芦電話後でこれを用いるのを傘ト ー クハックと L 、 う。 れたのが最初である。プレストレス トコ ソクリ ー ト鉄道林造

(篠原泰) 物はっき.の表の とおりである。

プレストレスト ・コ ンクリ ー卜 (英) prestressed concrete 

コソク リート部材が静荷重 ・ 動荷重などの荷震をうけると，

部材には引仮応力や圧縮応力が起る。これらの荷量によ っ て起

る応力を打ち消すように， あらかじめ計間的にコソクリートに

与えられている応力をプレストレスと Lづ。プレストレスト ・

コンク リートとは， プレスト レスが与えらオ1ているコン F リ ー

ト である。一般に高強度鋼と 高iJ!l1l立のコンク リートとを用レて

つくるものであるが，場合によっては， 7Z強度鋼のかわりにジ

ャッキを用いて，コソクリートにプレスト レスを与えることも

ある。

施工上から， プレテンγ ョニゾグとポストテ ゾジョ ニ ソグの

2 極類に分けられる。プνテンシ ョニソグとはプνストレスを

与えるための高強度銅線(普通は直径 2.9 mm 以下のものを用い

る)をあらかじめ所定の張力で張っておき，こ のg，強度銅線を

阻んで型わくを組み，コソタリ ート を打ち込み，コゾクリートの

硬化後に高強度銅線に与えておいた引磁力を，コ ソクリ ートと

1\;fi~皮銅線との付~Yfによ l プ ν テ γ ショニ γF

ってコソクリートに伝え

てプレストレスをおこさ

せる方法である(図 1 ) 。

ポストテンショニソグ

とはまずコソクリートを

打ち， コン クリートの硬化後に， コン F リートを事11 しつけて，

プレストレスを起させる方法である。コンクリ ー トを拘1 しつけ

るために， 高強度鋼の線や俸鏑やワイヤロ ー プを用いるときは

これらをコンクリ ー ト部 2. ポ^トテ'/'l a ニンダ

材の中をとおしたり ， あ 』江三位盟ユ
ノf一一一一一- 2' 

るいは外側にそわせたり 、長冨努坊努w?川==臼也m-
して， コ ンクリ ート をさ ;γ- ーニーーーー剖~~___:.-ー

さえとして鋼材に引援力 13，蝿胸骨糾ら瑞来島連.h~
山コ月十何硬化慢にP.C銅線t輩手長引

を与え，定着装置によ っ

てコゾタリートに鋼材端を定着して， プレストレスをおこさせ

るものである(図ー2) 。

設計上からはフルプレストレ ッツ γ グとパー シアルプレス ト

レ ッ γ ン グとに分けられる。 71レプレストレ ッシゾグとは，プ

レス ト レスと荷重による応力度との合成応力皮が， 51~民応力度

とならないように，部材断面およびプレストレスの大きさを定

めることである。 パ - -;/アノレプレストレ ッ・ノソグとは，プレス

トレスと荷量による応力度との合成応力l支が， 許容51'*応力度

以下の引設応力度となるように， 部i材院rrl菌お よびプレス ト レス

の大きさを定めることである。

プレス トレスト ・ コンクリ ート の考えは， 1886年アメリカの

ジャクソン (P. H. Jackson ) や， ドイ ツのデーリング (C.F.W.

Doeh ring) が考えたがいずれも失敗に終り， 1928 年に至 りフ

ランスのフレッシ不 ー (Freyssine t) が， 高強度鋼と ~:5強度 コ
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プレストレス ト ・ コンクリ ー トは高強度鋼と高強度 コ ンク リ

ートとを用いることから， コンクリート体罰則主鉄筋コソクリー
1 1 

トに くらべて約ーとなり ， 鋼材量は約 ~ーになる。またひび
4 5 

われの，ま った くおこらない栴造物を経済的に設計でき，非常

に弾性的なコ γクリートとなる。プレストレスト ・ コンクリー

トの利用面は広< ， 橋げたとして用いられるばかりでなく ， 屋

根や床のはり，屋様叡， 歩み板，ま くら木， 電柱， 矢板，水糟

等にも有利に用いられる。近年長足の進歩をしつつあり種々の

方式や特許がある。 υ 11 口締夫)

プレマチュア・ロック (英) premature lock 電気の転鰍て

この表示鎖錠回路(転鰍機が所要の方向に完全に転換したとき ，

その表示によっててこの鎖錠電磁石を動作させる回路)が混触，

遊流等によ って誤動作した場合，転轍畿の位置と不一致のまま ，

てこが定位または反位に納まることを防止するために用いるも

のである。この鎖錠は， てこの接点部に取付けられたF イック

スイ ッ チの懐古E と ， 鎖錠j干の中央 F部にある直角三角形の失起

とによ ってなされる。すなわちてこの動作途中において，何ら

かの原因によって鎖錠電磁石が早期に動作した場合には，鎖錠

子の下あごが上記鎖錠片の突起に引っかかり，てこをそれ以上

反対側へ取扱うことができないようにするのである。プレマチ

ュア ・ ロ ック を持ってこは，電気連動軽量および電気後連動畿の

電気てこだけである。(尾松広一)

フロー (英) f10w  of metal レ ールの頭函の表面がつぶれ， そ

の両側または片側に流れ出たようになったもの。 フロー断簡図

車輪と接触したレ ーノレ頭間て勺明性限界以上に圧縮 f一一， -
I I ヲ

カを受けた表蘭材料が， 5fji性を失いもろくなって '-、r' ~

その後連続的に受けるJji庄のために次第に担1 1 しの




